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研究の背景・目的
•瀬戸内海の漁業生産は低下の一途をたどっていま

すが，その原因として埋め立て等の海岸開発によ
り，藻場・干潟を含む“浅場”が減少してきたこ
とが挙げられています。

•瀬戸内海では，漁業生産を増やすために水産庁が
国土交通省と共同で“今後20年間で浅場修復
600ha”のスローガンを掲げ，浅場（干潟・藻場
を指す）の修復・再生に取り組んでおり，どこに
どれだけの藻場・干潟を再生するのかについて科
学的根拠が求められています。

研究成果
•藻場・干潟の水産上重要種の生活史完結型調査を

可能とするために，卵及び発生初期の幼生の種判

別法を当初計画の種だけでなく府県等の要望によ
り複数種で開発しました。

•藻場の生物生産機能を定量的に評価するための第
一歩として，水産対象となる魚類の空間分布と藻
場・干潟・（魚礁など）との関係をGISによる空
間解析によって明らかにしました。

波及効果
•水産生物の生活史に配慮した藻場・干潟の造成手

法について提言が可能となります。
•瀬戸内海での種苗放流の効率化や持続可能な漁業

を成立させるための藻場・干潟の適正な配置や面
積が求められ，具体的な政策立案が可能となりま
す。
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